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一括同意基準

０１
一括同意基準



運用基準

運用基準
１ 建築基準法施行時又は都市計画区域編入時以前より

存在する建築物

２ 過去に適法に建築確認又は検査済証を受けた建築物

３ その他国土交通省の趣旨に沿うもの

国土交通省（建築基準法道路関係規定運用指針 基準ハ）
「その敷地がその建築物の用途、規模、位置及び構造に応じ、避難及び
通行の安全等の目的を達するために十分な幅員を有する通路であって、
道路に通ずるものに有効に接すること」
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０２
運用基準



申請地位置図（東区北野田）

申請地

０３
位置図



申請概要

地域・地区
第一種中高層住居専用地域、
指定建蔽率60%、指定容積率200%、準防火地域

主要用途 一戸建ての住宅（自動車駐車場付）

申請建築物用途 一戸建ての住宅（自動車駐車場付）

工事種別 新築

構造 木造

申請部分 申請以外の部分 合計

敷地面積 58.82㎡ 58.82㎡

建築面積 32.49㎡ 32.49㎡

延べ面積 84.77㎡ 84.77㎡

建蔽率 55.54% 55.54%

容積率 122.40% 122.40%

建築物の
高さ

最 高 9.193

軒 高 8.721

建築物の階数 3
０４
申請概要



②

③

①

申請地

０５
申請概要

申請地位置図（東区北野田）



現地写真 ①

０６
現地写真①



東区北野田 写真 協定通路部 ①

０７
現地写真②



東区北野田 写真 協定通路部 ③

０８
現地写真③



０９
申請概要

申請地位置図（東区北野田）

531-13

申請地

道路状空地

○５３１－２
土地所有者の建設
会社が昭和５９年
に解散
清算人３名うち代表
清算人のみ合意を得
ている。
○５３１－１３
協定作成時、所有
者不明。

道路状空地に接する
土地所有者より４３
条許可申請ごとに維持
保全についての確約書
を提出してもらうことで
道路状空地を担保す
る。

531-2



調査意見（抜粋）

相談地が接する協定通路は、幅員4.66ｍ～4.7ｍのアスファルト舗装で、

Ｌ型側溝が整備されている。

本申請は、昭和５１年に新築された住宅の建替えであり、現況幅員が約

４．７ｍ確保されていること、雨水処理や汚水処理も行われていること、道

路状空地に接する土地所有者より４３条許可申請ごとに維持保全につい

ての確約書を提出してもらうこと。以上のことから、交通上、安全上、防火上

及び衛生上支障がないと認められるが一括同意基準に該当しないため個別

案件とする。
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調査意見



建築基準法第５６条の２第１項
ただし書き許可の一括同意基準

の改正

議 案 第７-２号

令和７年度 第１回建築審査会



一括同意基準

１-１



一括同意基準
第２

１-２
８ － ４

5ｍライン
での日影



建築基準法
逐条解説

２



※目標日照時間
５ｍ測定線では
冬至日の有効日照時間－目標日照時間 －１ ＝法別表第４（に）欄左欄の日影時間

１０ｍ測定線では
（冬至日の有効日照時間－目標日照時間）÷２ ＝法別表第４（に）欄右欄の日影時間

法の根拠

３

８ － ３ －１＝ ４

規制の対象となっていない周囲の
低層建物による日照阻害を考慮

（ ８ － ３ ）÷２＝ ２．５

2棟の中高層建築物による
複合日影を考慮



日照対策懇談会、同専門部会による、日影規制のただし書き許可運用指針（案）
（建築基準法に係る許認可等に関するQ&A 大阪府内建築行政連絡協議会 より転記）

A．事前審査・一括同意方式
建築物によって生じる日影となる土地が容易に利用される恐れのないもの、若しくは、その現

況利用が日照を必要としないもので、容易に変化せず明らかにその建築物によって、周囲の居住
環境を害する恐れのないもの。
次の事項が考えられる。

１．略
２．既存建築物に増築、大規模の修繕、大規模の模様替、一部の改築に関する工事について運用

する。
（１）次の各項の全てに該当するもの。

ａ）工事部分のみについて日影規制を検討すれば適格である。
ｂ）当該敷地の全建築物の日影を5ｍ測定線上で測定し、目標日照時間を確保すること。
ｃ）当該敷地外からの複合日影についても検討し目標日照時間を確保すること。

※目標日照時間
５ｍ測定線では
目標日照時間＝冬至日の有効日照時間－法別表第４（に）欄上段の日影時間－１

１０ｍ測定線では
目標日照時間＝冬至日の有効日照時間－２×法別表第４（に）欄下段の日影時間

一括同意基準
第２の根拠

４

８ － ４ － １

８ － ２× ２．５

３

３



一括同意基準
第２

５



日照対策懇談会、同専門部会による、日影規制のただし書き許可運用指針（案）
（建築基準法に係る許認可等に関するQ&A 大阪府内建築行政連絡協議会 より転記）

A．事前審査・一括同意方式
建築物によって生じる日影となる土地が容易に利用される恐れのないもの、若しくは、その現

況利用が日照を必要としないもので、容易に変化せず明らかにその建築物によって、周囲の居住
環境を害する恐れのないもの。
次の事項が考えられる。

１．略
２．既存建築物に増築、大規模の修繕、大規模の模様替、一部の改築に関する工事について運用

する。
（１）次の各項の全てに該当するもの。

ａ）工事部分のみについて日影規制を検討すれば適格である。
ｂ）当該敷地の全建築物の日影を5ｍ測定線上で測定し、目標日照時間を確保すること。
ｃ）当該敷地外からの複合日影についても検討し目標日照時間を確保すること。

※目標日照時間
５ｍ測定線では
目標日照時間＝冬至日の有効日照時間－法別表第４（に）欄上段の日影時間－１

１０ｍ測定線では
目標日照時間＝冬至日の有効日照時間－２×法別表第４（に）欄下段の日影時間

一括同意基準
第２の根拠

６

８ － ４ － １

８ － ２× ２．５

３

３



一括同意基準
第２

７



一括同意基準
改正案

８





建 築 基 準 法 第 ４ ３ 条
第２項第２号一括同意基準に
よ る 許 可 物 件

報 告

令和 7年度 第1回建築審査会

1



報 告 一 覧 表 （法第４３条第２項第２号一括同意基準による許可）

報 告 番
号

第 ７－１ 号 第 ７－２ 号 第 7－3 号

申
請
地

申 請
者

― ー
株式会社オープンハウス・ディベロップメ

ント 代表取締役 福岡良介

敷地の位
置

南区高尾1丁320-7、320-18
南区稲葉3丁315-50

西区草部200-26、200-27 北区金岡町1221番9、1221番10

用 途 地
域

市街化調整区域 第1種住居地域 第２種中高層住居専用地域

建
築
物
の
概
要

建築物の
用途

一戸建ての住宅 一戸建ての住宅 一戸建ての住宅

敷 地 面
積

132.02㎡ 96.39㎡ 50.71㎡

建 築 面
積

52.24㎡ 56.90㎡ 30.43㎡

延 べ 面
積

94.15㎡ 112.18㎡ 87.23㎡

構 造 木 造 木 造 木造

階 数 2 3 ３

高 さ 7.40ｍ 9.35ｍ 9.29ｍ

空
地
等
の
概
要

空地の種
類

道路状空地 道路状空地 道路状空地

空地等の
幅員（現
況幅員）

4.7ｍ 4.4ｍ～5.8ｍ 4.0ｍ

協定幅員 4.7ｍ 4.4ｍ～5.8ｍ 4.0ｍ

既 設
経 過 年
数

44年 50年 47年

許
可
内
容

許可年月
日

令和7年3月27日 令和7年3月31日 令和7年4月24日

許 可 番
号

堺建安第Ｘ－15号 堺建安第Ｘ－16号 堺建安第X-17号

一括同意
基準

エ号 該当 エ号 該当 エ号 該当

備 考 2



一括同意基準 エ 号
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第１号 南区高尾
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報 告 一 覧 表 （法第４３条第２項第２号一括同意基準による許可）

報 告 番
号

第 ７－１ 号 第 ７－２ 号 第 7－3 号

申
請
地

申 請
者

― ー
株式会社オープンハウス・ディベロップメン

ト 代表取締役 福岡良介

敷地の位
置

南区高尾1丁320-7、320-18
南区稲葉3丁315-50

西区草部200-26、200-27 北区金岡町1221番9、1221番10

用 途 地
域

市街化調整区域 第1種住居地域 第２種中高層住居専用地域

建
築
物
の
概
要

建築物の
用途

一戸建ての住宅 一戸建ての住宅 一戸建ての住宅

敷 地 面
積

132.02㎡ 96.39㎡ 50.71㎡

建 築 面
積

52.24㎡ 56.90㎡ 30.43㎡

延 べ 面
積

94.15㎡ 112.18㎡ 87.23㎡

構 造 木 造 木 造 木造

階 数 2 3 ３

高 さ 7.40ｍ 9.35ｍ 9.29ｍ

空
地
等
の
概
要

空地の種
類

道路状空地 道路状空地 道路状空地

空地等の
幅員（現
況幅員）

4.7ｍ 4.4ｍ～5.8ｍ 4.0ｍ

協定幅員 4.7ｍ 4.4ｍ～5.8ｍ 4.0ｍ

既 設
経 過 年
数

44年 50年 47年

許
可
内
容

許可年月
日

令和7年3月27日 令和7年3月31日 令和7年4月24日

許 可 番
号

堺建安第Ｘ－15号 堺建安第Ｘ－16号 堺建安第X-17号

一括同意
基準

エ号 該当 エ号 該当 エ号 該当

備 考 5



南区高尾（申請地位置図）

申請地

阪和自動車
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南区高尾（申請地配置図）

①

②
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南区高尾 写真 協定通路部 ①
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南区高尾 写真 協定通路部 ②
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南区高尾 写真 西側市道接続部 ③
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南区高尾 写真 申請地 ④
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第2号 西区草部
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報 告 一 覧 表 （法第４３条第２項第２号一括同意基準による許可）

報 告 番
号

第 ７－１ 号 第 ７－２ 号 第 7－3 号

申
請
地

申 請
者

― ー
株式会社オープンハウス・ディベロップメン

ト 代表取締役 福岡良介

敷地の位
置

南区高尾1丁320-7、320-18
南区稲葉3丁315-50

西区草部200-26、200-27 北区金岡町1221番9、1221番10

用 途 地
域

市街化調整区域 第1種住居地域 第２種中高層住居専用地域

建
築
物
の
概
要

建築物の
用途

一戸建ての住宅 一戸建ての住宅 一戸建ての住宅

敷 地 面
積

132.02㎡ 96.39㎡ 50.71㎡

建 築 面
積

52.24㎡ 56.90㎡ 30.43㎡

延 べ 面
積

94.15㎡ 112.18㎡ 87.23㎡

構 造 木 造 木 造 木造

階 数 2 3 ３

高 さ 7.40ｍ 9.35ｍ 9.29ｍ

空
地
等
の
概
要

空地の種
類

道路状空地 道路状空地 道路状空地

空地等の
幅員（現
況幅員）

4.7ｍ 4.4ｍ～5.8ｍ 4.0ｍ

協定幅員 4.7ｍ 4.4ｍ～5.8ｍ 4.0ｍ

既 設
経 過 年
数

44年 50年 47年

許
可
内
容

許可年月
日

令和7年3月27日 令和7年3月31日 令和7年4月24日

許 可 番
号

堺建安第Ｘ－15号 堺建安第Ｘ－16号 堺建安第X-17号

一括同意
基準

エ号 該当 エ号 該当 エ号 該当

備 考 13



西区草部（申請地位置図）

申請地

草部今池公園
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西区草部（申請地配置図）

②

③

④
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西区草部 写真 東側市道接続部 ①
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西区草部 写真 協定通路部 ②

17



西区草部 写真 協定通路部 ③
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西区草部 写真 申請地 ④
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第3号 北区金岡町

20



報 告 一 覧 表 （法第４３条第２項第２号一括同意基準による許可）

報 告 番
号

第 ７－１ 号 第 ７－２ 号 第 7－3 号

申
請
地

申 請
者

― ー
株式会社オープンハウス・ディベロップメン

ト 代表取締役 福岡良介

敷地の位
置

南区高尾1丁320-7、320-18
南区稲葉3丁315-50

西区草部200-26、200-27 北区金岡町1221番9、1221番10

用 途 地
域

市街化調整区域 第1種住居地域 第２種中高層住居専用地域

建
築
物
の
概
要

建築物の
用途

一戸建ての住宅 一戸建ての住宅 一戸建ての住宅

敷 地 面
積

132.02㎡ 96.39㎡ 50.71㎡

建 築 面
積

52.24㎡ 56.90㎡ 30.43㎡

延 べ 面
積

94.15㎡ 112.18㎡ 87.23㎡

構 造 木 造 木 造 木造

階 数 2 3 ３

高 さ 7.40ｍ 9.35ｍ 9.29ｍ

空
地
等
の
概
要

空地の種
類

道路状空地 道路状空地 道路状空地

空地等の
幅員（現
況幅員）

4.7ｍ 4.4ｍ～5.8ｍ 4.0ｍ

協定幅員 4.7ｍ 4.4ｍ～5.8ｍ 4.0ｍ

既 設
経 過 年
数

44年 50年 47年

許
可
内
容

許可年月
日

令和7年3月27日 令和7年3月31日 令和7年4月24日

許 可 番
号

堺建安第Ｘ－15号 堺建安第Ｘ－16号 堺建安第X-17号

一括同意
基準

エ号 該当 エ号 該当 エ号 該当

備 考 21



北区金岡町（申請地位置図）

申請地

金岡小学校
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北区金岡町（申請地配置図）

①

④
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北区金岡町 写真 北側市道接続部 ①
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北区金岡町 写真 協定通路部 ②

25



北区金岡町 写真 協定通路部 ③

26



北区金岡町 写真 申請地 ④
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